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(論文内容の要旨)

ﾊﾟﾀ-ﾝ認識,情報検索などの知的情報処理において,暖昧さの表現に適することやﾉ

ｲｽﾞに対する頑健さ等の理由から,現在,確率ﾓﾃﾞﾙｱﾌﾟﾛ-ﾁが広く用いられている.

確率ﾓﾃﾞﾙのﾊﾟﾗﾒ-ﾀはﾃﾞ-ﾀから統計的に推定(学習)される.その際,学習に必要

な訓練ﾃﾞ-ﾀが十分な情報を含んでいない場合,学習後のﾓﾃﾞﾙの精度は不十分となり,

利用される情報処理課題において十分な性能を発揮することができない.この間題に対し,

本論文では,以下のこつの応用領域において,複数の情報源を利用することで訓練ﾃﾞ-ﾀ

の情報不足を補う手法について検討する.

第-の応用領域として,未知のﾃﾞ-ﾀが既知のどのｸﾗｽに所属するかを判走する識別

間題を考える.識別問題の中でも,複数の観測点からなる系列ﾃﾞ-ﾀを対象とし,確率ﾓ

ﾃﾞﾙとして,系列ﾃﾞ-ﾀの識別に広く用いられる隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙ(HMM)に焦点を

あてる. HMMの学習においては,観測された特徴量とｸﾗｽﾗﾍﾞﾙの組であるﾗﾍﾞﾙ有

りﾃﾞ-ﾀが通常訓練ﾃﾞ-ﾀとして用いられるが,ﾗﾍﾞﾙ付けにｺｽﾄがかかるため,しば

しば訓練ﾃﾞ-ﾀが不足する.そこで本論文では,これまで利用されてこなかったﾗﾍﾞﾙ無

しﾃﾞ-ﾀを,少数のﾗﾍﾞﾙ有りﾃﾞ-ﾀと併用する半教師有り学習により,未学習ﾃﾞ-ﾀに

対する識別性能を向上させる手法を提案する.ﾗﾍﾞﾙ無しﾃﾞ-ﾀの利用に適したHMMの

ﾓﾃﾞﾙ構造の考案し,収束性を理論保証する半教師有り学習ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを導出する.提

案手法を手話単語の識別間題および音素の識別間題に適用し,既存法と提案手法とを実験

的に比較し,提案手法の優位性を確認した.

第二の応用領域として,情報検索間題,特に,問い合わせが検索対象と異なるﾒﾃﾞｲｱ

である,ｸﾛｽﾒﾃﾞｲｱ検索間題を対象とする.具体的には,間い合わせが単語で,検索対

象が画像であるｸﾛｽﾒﾃﾞｲｱ画像検索間題を取り扱う.画像に対して単語による内容説

明(ｱﾉﾃ-ｼｮﾝ)が付与されている場合,ｸﾛｽﾒﾃﾞｲｱ画像検索は-般的なﾃｷｽ

ﾄ検索と同種の枠組みで捉えることができる.ﾃｷｽﾄ検索では,間い合わせとｱﾉﾃ-

ｼｮﾝを関連づけるために,ﾃﾞ-ﾀから推定した単語間の類似関係を利用する.しかし,

ｱﾉﾃ-ｼｮﾝは通常のﾃｷｽﾄと比較して量が非常に少なく,単語間関係を学習するに

は不十分である･本研究ではｱﾉﾃ-ｼｮﾝと画像が対になっていることに着目し,画像

をｱﾉﾃ-ｼｮﾝの関連ﾃﾞ-ﾀとして取り扱い,ｱﾉﾃ-ｼｮﾝからのみでは学習が困難

な単語間関係を画像情報を用いて補間する手法を提案する.提案手法を物体写真画像の検

索に適用し,関連ﾃﾞ-ﾀの利用が検索精度を向上させることを確認した.また,既存手法

に対する優位性についても考察した.



(論文審査結果の要旨)

統計的学習において,訓練ﾃﾞ-ﾀの不足はしばしば起る探刻な間題である.これまでに

も,量や質の面で十分ではないﾃﾞ-ﾀからの学習を可能とするために,様々な手法が,提

案･研究されてきた.しかし,それらの多くはﾓﾃﾞﾙの推走を安走させる効呆はあるもの

の,得られたﾃﾞ-ﾀの偏りのために興味のある現象仝体を説明できない,という問題に対

しては有効ではない.

本論文では,ﾃﾞ-ﾀの収集が比較的容易な他の情報源を利用することで,学習における

訓練ﾃﾞ-ﾀ不足の解決を試みている.情報不足が深刻となる典型的な二種類の情報処理課

題を対象とし,そこで利用可能到育報源,及びその効果的な利用法について考察している.

本論文の主な成果は以下のように要約される.

1･分類間題において,人手でｸﾗｽﾗﾍﾞﾙを付与するｺｽﾄが多大であるため,訓練

ﾃﾞ-ﾀが不足し,学習が適切に行われないという問題が存在する.ﾃﾞ-ﾀ収集のｺ

ｽﾄの大部分は人手によるﾗﾍﾞﾙ付与によるものであり,ﾗﾍﾞﾙ付けがなされてい

ない｢ﾗﾍﾞﾙ無しﾃﾞ-ﾀ｣が豊富に存在するが,それらはこれまで系列ﾃﾞ-ﾀのﾓﾃﾞ

ﾙでは利用されていなかった.そこで,本論文では広く使われているﾓﾃﾞﾙである隠

れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙにおいてﾗﾍﾞﾙ無し系列ﾃﾞ-ﾀの利用法を提案し,ｼﾞｪｽﾁﾔ-

及び音声の識別実験によりその有効性を示している.

2.情報検索の中でも,ﾃｷｽﾄによる間い合わせで画像を検索するなど,問い合わせ

と対象ﾃﾞ-ﾀのﾒﾃﾞｲｱが異なるｸﾛｽﾒﾃﾞｲｱ検索は,検索対象に付与されたｱ

ﾉﾃ-ｼｮﾝ(単語による説明)が少ないために困難な問題となる.特に,単語間

関係を構築･利用することが情報検索においては必須となるが,少数の単語からで

は,それらをﾓﾃﾞﾙとして適切に推走することは容易ではない.そこで,本論文で

はｱﾉﾃ-ｼｮﾝと対になった画像の情報を利用することで,情報不足を補完する

方法を捷案している.写其画像を対象とした情報検索実験により,提案手法の有効
性を示している.

本論文の成果は,統計的学習における基本的課題である情報不足の問題に村し,複数情

報源を利用するという対処法を,系列ﾃﾞ-ﾀの分類間題及びｸﾛｽﾒﾃﾞｲｱ情報検索間題

において具体的なﾓﾃﾞﾙ及びｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとして示したことである.これらは,知的情報

処理ﾓﾃﾞﾙの統計的学習,特に高精度のﾊﾟﾀ-ﾝ認識及び情報検索の実現において,学術

上,および,応用上の寄与が十分である｡よって,博士(理学)の学位論文として価値の
あるものと認める.


